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のいくつかの例は， Zajac (1978J により示されたものが有名である。 I節で




























助をうける状態である ω ところが部門間で共通費用が存在する場合には， 共
通費用の配分の仕方に依札各部門に帰属すべき費用は様々に異なり得る。
1) Bos (1981) p_ 68 






li) pSxS(p)孟C(x(p))ー C(xNlS(p)) ¥1 ScN 
を満たすとき subsidy-freeである。 ここでpとZ はn次元ベクトノレでNは元
がn個の財全体の集合， SはNの部分集合で N/Sは S に属さない財の部分
集合である。〆とが(p)は，そオIぞす1，PtX(p)の，Sに属する財の次元へ









ているならば，超過分だけ共通費の 部を負担していることになるo また， I i) 
古〉らli)を引き，N/S=Tとす~ると

























あるか否かが一つの基準となろう。 方， Zajac [1978) は， 内部補助の判定
テストをいくつか挙げている。それらを列挙すると次の 5つであるヘ
完全配賦費用(fullydistributed cost)テスト
増分費用 (incrementalc田 t)テλ ト
単独採算費用 Cstand-alonecost)テスト
め これは，費用関数の劣加法性，すなわち
さαx')刊主zワ A孟2 xIEE..." 
が成立するときには，必ず成りたっ。



























4) Zajac (1978) ch. 8参照。用語の訳ほ藤井 [1983Jに従った。









































































































R1= fJ】Xj-C(Xl， 0， 0)
ll2=ρ2X2-C (0， x2， 0) 
P1Xl + T2X2=C (Xl，<X2. 0) 
rlXI + P2X2= C (Xh Xz， X3) -c (ο，ο， X3) 
p， 
(注〕 拙かれている曲線は， 2財 X1. X2のみ司単独生産においても 3財の一括生産にお
いても，hl:ft.び h に関すQ限界利閣の非負性が成立Lている領域に限られている。





(C) による費用白変化分(D)I (C) 1 (D) 





























(凶 pXV(p)三C(XVp)) V V三M







Ii) px(ρ) ~C(x(p)) 








定義 1~3 の相違を第 2 図において確認しよう。第 2 図は 2 財供給のケ­
Zで，所与の価格体系のもとに全体の需要パターンがXで与えられ，収支均等
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ないことが必要であり J そして anonymouslyequitableであるためには，
OAXBに含まれるあらゆる需要パターンにおいて単独採算費用を超えないこ
とが要請されている。




o'C/oxsx，三oE+γ{Q} V i， j
であるとき弱い費用補完性 (costcomplernentarities)をもっ。ここで E+"/{Q}
は原点を除く非負の実数空間である。
9) Mirman， Tauman and Zang [19曲〕はゲー ムりコアの概まによる定式化を与えて証明してい
る。
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ε'l=4P2/XZ 
が得られる。一方，費用関数は
C(X" 0) =24十Xl Xl>O 
C(O， xz) =55+0.5.2" X2>U 
C(山 ，X2)ニ 66+Xl+O.5X2 Xl>O， X2>O 
で与えられる。
準最適何格がヲムJイ条件により得られるとすると
h三笠E上 P2 e9 
Pl P2-mc2 el (2 ) 
を満たしていなければならない。ここで mc，は第 f財の限界費用を表わす。
このそデノレにおいて，P. =1.2 pz=1.5のとき価格体系はラムゼイ条件((2) 
式〕を満たすが subsidy.freeではな，"ヘすなわち，この価格体系の下で
p，x，=1.2X30=36く24十30=54= C(30， 0) 

























〆」5 -ー一一一一一 ←ー 守、A 
B、¥ C 。
n，言。
o 1.01.2 2.02.2 3.0ρ1 








(1) N/Sの伽格は一定のままで Sの廃止により Sの固有の便益が消滅す
る。


























財が粗代替財である場合には，第2財の廃止により需要曲線 DDは DIDl に
シフ「する。このとき，第 1財の価格と供給量はB点に移ることができる。ま
た. 2財が粗補完財で，第2財の廃止により需要曲線は D2D2にγ フトするな
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14) Panzar and Willig [1977Jはj 維持可能な価格の概念を， 部分参入に対して維持可能 (SU5-
tainable against partial entry)と全体参入に対して維持可指 (sustainableagainst ful entry) 
の2つに医別し売。前者は定義5に相当L.1走者は 定義5の凶を等号の成すすると合に限定し
たものである。明らかに，後者は前者の特殊ケー スである。しかしながG，費用補完性及び全て
の財需要について HicksQ)いわゆる弱い粗代替位。Xl/OP占 0，Vi・J V.り〉が存在す;:;状況で
は，全体参入に対する維持可能な価格は部分参入に対しても維持可能であることが示されてい




も ((m))， 潜在的参入企業は利潤を得ることが認められない (iv) ことであ
ゐ。
さて，維持可能な価格が， subsidy-free価格あるいは anonymouslyequi ta 
ble価格であることは定義から明らかである。逆に， subsidy.free価格が維持
可能な価格であるのはどのような状況であるかについ-cMirman， Tauman 





o，τ'(p)/op，孟o ¥f iES S<;，N p;;;'t 
lu) 長における限界利潤が非負
orr' (p) /op，註o ¥fiES S<;，N 








15) Mirman. Tauman and Zang (1985J参照。
16) 微分可能な関数 fは凸集合Bにおいて y，%EBかっ (z-y)ザ(y)亘O なGlif(z)壬f(y)
であるとき擬似凹である。 Mirman，Taumnn nnd Zang [1目白書照ら









互主d包2一 dC包主主2Lox;(p) δπS(p)!dp，=x，(p)+p， v~áρ òx， dp， 
'" r ^ _ dC(xS(p)) l dXj(i'2 +Jf伊3ー ニラ:ruJ ~~âp~~ 
Jキz
=Z』(F〕{l+J」生必Ll-笠当手2L生必LL.' x;(p) り ox，
r， dC(xS(p)) l ðx .cp~ 
+ζ|FJ2もヂLI"浩子 VS日 (3)
3キ，







ある。 (i)は(i)よりもややゆるい仮定になっている問。 とわについて C(XS)三
C(X) I.N\S~" とし相7iの交薬効果が存在しないケースを想定すると F におい
て(3)式右辺の最後の項は消滅する。 (li)の仮定も全ての部分集合Sc，Nについ
















X;(t) / t， 
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